
地域に
残したもの

・ご当地グルメ が

第1号である『美瑛カレーうどん〈つけ麺〉』の誕生から数えて
15年目を迎えた『新・ご当地グルメ』開発プロジェクト。
各地で生まれたグルメは、旅の目的として旅行者を引きつけ、
地域自慢の一品として今や住民にもよく知られた存在となっている。
しかしその裏側には、地域資源の誕生という以上の大きな成果があった—。
『新・ご当地グルメ』は地域に何を残したのか、改めて考えてみたい。

撮影（P6～11） ／佐藤兼永

誕生
15年！

1 美瑛カレーうどん〈つけ麺〉
北海道美瑛町

新・ご当地グルメ第１号。地場産小麦うどんを
地場産豚肉・野菜が入ったカレールウにつけて
食べる「つけ麺」スタイル。

2005年7月2日 デビュー
第1号

国民食のカレーとオムライスを合体させたシン
プルメニュー。スパイス以外は原則富良野エリ
ア産の食材を使用。ふらの牛乳付き。

2 富良野オムカレー
北海道富良野市
2006年3月20日 デビュー

2006年3月の市町村合併で海（ホタテ）を手に
入れた、新・北見市の「ホタテ＋タマネギ」が主
役の市町村合併象徴グルメ。

3 オホーツク北見塩やきそば
北海道北見市
2007年4月26日 デビュー

「豚カツ」ではなく「鹿カツ」（エゾシカ肉）。エゾ
シカ肉のもも肉を叩いて揚げた、うす～いうす
～いカツカレー。これは食べるシカない！

4 南富良野エゾカツカレー
北海道南富良野町
2008年5月15日 デビュー

ここまで地場産食材にこだわったご当地ラーメ
ンがかつてあっただろうか？麺もスープも具材
も地場産！干貝柱たっぷりの高級ラーメン。

7 オホーツク干貝柱塩ラーメン
北海道北見市
2009年7月23日 デビュー

「ナポリタンは赤い」って、誰が決めた？地場産のブ
ロッコリー・トマトジュース・米・小麦で開発した「緑
のナポリタン」。商標登録済み。

9 ちっぷべつ緑のナポリタン
北海道秩父別町
2013年6月29日 デビュー

酪農と漁業のまち大樹町の代表食材、「チーズ」と
「秋鮭（サーモン）」を組み合わせた、これまでにある
ようでなかった天丼。

10 大樹チーズサーモン丼
北海道大樹町
2013年6月25日 デビュー

日本百名山のひとつ「斜里岳」（1547m）を食事しな
がら登山する？地場産小麦＆長いもだけで作った、
七色（虹色）わんこうどん。

11 オホーツク清里虹色うどん
北海道清里町
2015年3月21日 デビュー

肉用牛と鶏卵生産が道内有数の清水町。サイコロ
状にカットした牛肉ステーキと鶏卵のふわふわスク
ランブルを組み合わせた「みそ味牛丼」。

8 十勝清水牛玉ステーキ丼
北海道清水町
2010年7月17日 デビュー

生乳生産日本一の町らしく、500mlのミルクジ
ョッキが付いた「ジャンボホタテの春巻きバーガ
ー」。バーガーは自分で組み立てるスタイル。

6 別海ジャンボホタテバーガー
北海道別海町
2008年7月26日 デビュー

芽室町は、スイートコーンの生産日本一のまち。
スイートコーン（60g、バター醤油味）をたっぷ
りのっけた、炒飯がまったく見えない炒飯。

5 十勝芽室コーン炒飯
北海道芽室町
2008年7月17日 デビュー

日本一の水揚げを誇る苫小牧のホッキをＰＲするた
めに開発。２つの味（ペペロンチーノ味・和風カレー
味）を楽しめる炙りホッキやきそば。

12 苫小牧ホッキやきそば
北海道苫小牧市
2015年3月27日 デビュー

深浦町はマグロの水揚げ青森県ナンバーワン！刺
身・片面焼きステーキ・両面焼きステーキを3個の小
どんぶりで楽しむ天然本マグロ膳。

13 深浦マグロステーキ丼
青森県深浦町
2013年6月14日 デビュー
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北海道・
東北

これまでに誕生した
『新・ご当地グルメ』

の一部

活ホタテの刺身・活ホタテのステーキ・ベビーホタテ
の寿司・ベビーホタテの澄まし汁・ホタテアイスが味
わえる、ホタテ尽くし膳。

14 平内ホタテ活御膳
青森県平内町
2015年3月25日 デビュー
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※本特集注 「日本一」「県内一」等とあるものは、すべて企画当時のものです。

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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頃
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ら
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話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
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み
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と
う
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れ
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グ
ル
メ
開
発
を
通
じ
て
生
ま
れ
る

「
食
」を
超
え
た
効
果

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』と
は
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ヒ
ロ
中
田
の
お
手
伝

い
の
も
と
、
地
域
が
創
り
上
げ
て
い
く
企

画
開
発
型
グ
ル
メ
の
名
称
だ
。「
企
画
開

発
型
」と
は
、
あ
る
目
的
を
持
っ
て
新
た

に
開
発
す
る
こ
と
を
示
し
た
語
で
、
も
と

も
と
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
郷
土
料
理

な
ど
の「
自
然
定
着
型
」グ
ル
メ
と
区
別

す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
。

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』の
目
的
と
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
。
開
発
に
は
、
い
く
つ

か
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

も
す
べ
て
地
域
活
性
と
い
う
目
的
を
見
据

え
て
の
も
の
だ
。
基
本
的
な
ル
ー
ル
に
つ

い
て
は
左
の
囲
み
に
ま
と
め
て
み
た
の
で

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
グ
ル
メ
は
現
在
、

全
国
各
地
に
全
75
メ
ニ
ュ
ー
。「
食
」が
国

内
旅
行
の
主
要
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
今
、

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
新
た
な
資
源
と
し
て

集
客
力
に
つ
な
が
り
、
経
済
の
活
性
化
に

一
役
買
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
15
年
に
わ

た
る
取
り
組
み
で
見
え
て
き
た
の
は「
地

域
資
源
が
で
き
た
」と
い
う
効
果
だ
け
で

は
な
い
。
あ
る
地
域
で
は
飲
食
店
同
士
に

横
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
観
光
事
業
者
と

し
て
の
自
覚
が
生
ま
れ
た
。
あ
る
地
域
で

は
、
行
政
全
体
が
商
品
開
発
に
前
向
き
に

な
り
、『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』以
外
に
も

積
極
的
な
挑
戦
が
続
い
て
い
る
。
地
域
全

体
が「
戦
略
」の
重
要
性
に
気
づ
き
、飲
食

店
以
外
の
事
業
者
に
も
協
力
的
な
雰
囲
気

が
生
ま
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

グ
ル
メ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
な

が
ら
そ
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る
の
は

な
ぜ
な
の
か
？
こ
こ
で
は
３
つ
の
事
例
を

も
と
に
、『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』が
地
域

に
何
を
残
し
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
そ
れ
が

可
能
だ
っ
た
の
か
を
探
っ
て
い
く
。

『新・ご当地グルメ』の
基本ルール

❶地産地消
地域経済に貢献するため食材は（で
きれば器も）地産品を使用。

❷通年で提供
主なターゲットは観光・ビジネスなど
の外客。どの季節でも味わえるよう
通年提供が原則。

❸おもてなし料理
これも外客向けであることから。価格
も地元向けより高めでOK。

❹昼食
夕食を出す宿との競合を避ける。

❺明確なコンセプトと定義・ルール
ブランド化に向けた独自性を持たせる。

❻運営組織
品質管理や発信のため「協議会」で
定期的に会議を実施。行政や商工会
などに「事務局」を置く。

伊勢海老のステーキ・伊勢海老の雑炊・旬のお刺身
３種盛り等が付いた贅沢な伊勢海老御膳。8月～11
月の期間限定（要予約）で提供。

23館山伊勢海老ステーキ御膳
千葉県館山市
2013年9月3日 デビュー

アイスクリームも野
菜も温泉卵もポン
菓子も、ぜ～んぶ
地場産！SNS映え
抜群の5層ジャンボ
パフェ。

25加賀パフェ
石川県加賀市
2016年3月12日 デビュー

都城市は牛肉・豚肉・鶏肉の産出額が日本有数の
「肉のまち」。3種類の肉をダイナミックに舟盛りにし
た、ひとり焼き肉御膳。

29都城焼き肉三昧舟盛り御膳
宮崎県都城市
2013年2月2日 デビュー

佐渡の天然ブリは夏も美味しい！新潟は、カツ丼も
タレカツ文化圏だから、ブリカツ丼もあご（トビウオ）
だし醤油味のタレカツ丼に！→詳細はP10へ

20佐渡天然ブリカツ丼
新潟県佐渡市
2010年7月7日 デビュー

器と料理のマリアージュ。九谷焼と山中漆器の器に
盛り付けた、上品な香箱ガニ（雌ズワイガニ）おもて
なし膳。毎年、料理が変わるのも魅力。

24加賀カニごはん
石川県加賀市
2015年4月1日 デビュー

皮付き素揚げじゃがいも（品種はデジマ、市内吉名
産）、瀬戸内海産タコの味付き唐揚げ、季節の彩り
野菜をトッピングしたカレー。

26竹原いもタコカレー
広島県竹原市
2014年7月19日 デビュー

有田焼の器×地場産の鶏肉料理のマリアージュ。特
製の有田焼の器に盛ったプレミアムな「鶏皿五（御）
膳」。料理内容は毎年変更予定。

27有田焼五膳
佐賀県有田町
2011年8月2日 デビュー

日南は一本釣りカツオ漁では日本一！ライバル（高知
県）が「たたく」のなら、こっち（宮崎県日南市）は「炙
っちゃえ」というわけで炙り重が誕生した。

28日南一本釣りカツオ炙り重
宮崎県日南市
2010年5月1日 デビュー

鶏の親→鶏肉。鶏の子→鶏卵。鶏肉ステーキ（親）
＋卵かけごはん（子）＆チキンサラダ（親）＋たまごスー
プ（子）のＷ親子メニュー。

30いずみ親子ステーキ丼
鹿児島県出水市
2011年2月26日 デビュー

「九尾の狐伝説」に着想を得た、弁当箱に入れない
幕の内弁当。9つの料理を9個の器に盛りつけた、
那須杉ランチプレート。

21那須の内弁当
栃木県那須町
2010年3月3日 デビュー

丼だけど3段になっていて、開けてびっくりの豪華海
鮮丼。「炙り海鮮」「刺身」「彩り花ちらし」の特製3段
どんぶり膳。→詳細はP8へ

22館山炙り海鮮丼
千葉県館山市
2012年2月1日 デビュー

ニンニク料理、みんなで食べれば臭くない！コーラ
→前菜→寿司→アイス＝すべてニンニク料理。世界
初？のニンニクフルコースランチ。

17 田子ガーリックステーキごはん
青森県田子町
2016年3月29日 デビュー

メバルを刺身で食べられるって知ってた？高級魚メ
バルの刺身姿盛り＆熱々煮付けに、メバルの潮汁・
イカソーメンが付いた海鮮御膳。→詳細はP6へ

15 中泊メバルの刺身と煮付け膳
青森県中泊町
2015年7月3日 デビュー

「最果ての陸の孤島」でヒラメのコース料理を。天然
ヒラメ・黒毛和牛・タコ・十割そば……地場産食材
オールスターズのおもてなし料理。

18 東通天然ヒラメ刺身重
青森県東通村
2017年7月1日 デビュー

中泊町は2人の現役関取を輩出している相撲の町。
相撲にまつわるキーワードを料理のいたるところに
装着した、お1人様用ちゃんこ鍋定食（冬期限定）。

16 中泊メバルちゃんこ鍋
青森県中泊町
2019年11月10日 デビュー

活ホタテの刺身・炙り・かき揚げ、ホタテ汁、ワカメ
のしゃぶしゃぶ、ワカメごはん、ワカメデザートが楽
しめるホタテ＆ワカメの贅沢御膳。

19 陸前高田ホタテとワカメの炙りしゃぶしゃぶ御膳
岩手県陸前高田市
2016年3月26日 デビュー
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合
併
後
の
町
、
知
名
度
な
き
産
品
…

デ
ビ
ュ
ー
ま
で
の
生
み
の
苦
し
み

『
中
泊
メ
バ
ル
の
刺
身
と
煮
付
け
膳
』（
以

下『
メ
バ
ル
膳
』）を
生
ん
だ
青
森
県
中
泊

町
は
、
旧
中
里
町
と
旧
小
泊
村
が
合
併
し

て
で
き
た
町
。
メ
バ
ル
は
海
に
面
し
た
小

泊
地
域
の
水
産
品
で
、
県
内
一
の
漁
獲
量

を
誇
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
級
品
と
し
て

す
べ
て
東
京
に
出
荷
さ
れ
て
し
ま
う
た
め

地
元
で
出
回
ら
ず
、
と
く
に
内
陸
部
の
中

里
地
域
で
は
獲
れ
る
こ
と
す
ら
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

現
在
、『
中
泊
メ
バ
ル
料
理
推
進
協
議

会
』で
事
務
局
長
を
務
め
る
鈴
木
メ
バ
ル

ー（『
メ
バ
ル
ー
』は
ヒ
ロ
中
田
命
名
の
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
）こ
と
鈴
木
統
生
さ
ん
は
、

小
泊
村
の
漁
師
の
家
出
身
。
役
場
で
も
水

産
担
当
と
し
て
水
産
振
興
や
魚
価
ア
ッ
プ

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
当
初
は
市

場
に
出
せ
な
い
サ
イ
ズ
の
魚
を
缶
詰
に
す

る
な
ど
の
商
品
開
発
を
考
え
て
い
た
が
、

そ
ん
な
と
き
に
知
っ
た
の
が
、
同
じ
青
森

県
内
の
深
浦
町
や
平
内
町
が
取
り
組
ん
で

い
た『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』。「
新
鮮
さ
や

美
味
し
さ
を
伝
え
る
に
は
こ
の
形
が
よ
い

の
か
も
し
れ
な
い
」と
開
発
に
踏
み
切
っ

た
。

　

し
か
し
メ
ニ
ュ
ー
開
発
は
苦
難
の
連
続
。

実
は
中
泊
町
で
メ
バ
ル
以
上
に
よ
く
獲
れ

る
の
は
イ
カ
で
あ
り
、
最
初
は「
活
イ
カ

丼
」の
開
発
を
目
指
し
た
が
、「
活
」と
な

る
と
通
年
確
保
が
難
し
く
、
対
岸
の
函
館

の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
も
対
抗
で
き
な
い
と
断

念
。
そ
の
後
メ
バ
ル
１
尾
と
イ
カ
半
杯
を

組
み
合
わ
せ
た『
中
泊
メ
バ
ル
の
刺
身
と

イ
カ
す
き
御
膳
』を
考
案
し
、
関
係
者
か

ら
も
高
評
価
を
得
た
が
、
コ
ス
ト
的
に
ど

う
し
て
も
見
合
わ
ず
再
び
断
念
。
半
年
に

わ
た
る
苦
労
が
無
に
帰
し
た
か
と
思
わ
れ

た
が
、
こ
れ
が
転
換
点
と
な
り
、「
１
人
前

で
メ
バ
ル
を
ま
る
ま
る
１
尾
使
う
」と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
固
ま
っ
た
と
い
う
。

　

他
の
多
く
の
地
域
同
様
、
試
作
に
も
苦

し
ん
だ
。
会
議
で
は
事
務
局
で
あ
る
役
場

チ
ー
ム
か
ら
も
試
作
品
を
出
す
べ
く
、
素

人
で
も
何
と
か
作
れ
る
レ
シ
ピ
を
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
提
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
ま
と
め
役
で
あ
る
鈴
木
さ
ん
が
最

も
悩
ん
だ
の
は
、
町
長
や
地
域
の
観
光
事

業
者
、
飲
食
店
な
ど
関
係
者
全
員
の
意
識

合
わ
せ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
を
持
つ
民
間

事
業
者
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
務
局

内
で
意
見
が
割
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
同
じ
課
と
は
い
え『
水
産
商
工
観
光
課
』。

水
産
担
当
と
観
光
担
当
で
も
考
え
方
が
違

い
ま
す
。
飲
み
の
席
で
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

た
挙
げ
句
、
最
後
は
感
極
ま
っ
て
全
員
で

大
泣
き
し
た
こ
と
も（
笑
）。
し
か
し
そ
れ

を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
水
産
と
観
光
が

一
つ
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
」。

自
信
を
つ
け
た
町
に
生
ま
れ
た

「
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
」空
気

『
メ
バ
ル
膳
』誕
生
後
、
各
メ
デ
ィ
ア
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
中
泊
の
メ
バ
ル
。

単
価
は
キ
ロ
あ
た
り
１
７
０
円
も
上
昇
し
、

町
民
の
間
に
も「
メ
バ
ル
の
町
」と
し
て

の
自
信
が
生
ま
れ
た
。
町
内
の
ス
ー
パ
ー

に
も
メ
バ
ル
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
近
隣

の
深
浦
町
や
平
内
町
で
も
中
泊
の
メ
バ
ル

が
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、『
津

軽
海
峡
メ
バ
ル
』と
い
う
名
称
で
地
域
団

体
商
標
登
録
も
実
現
。「
わ
ず
か
１
年
で

登
録
で
き
た
の
は『
メ
バ
ル
膳
』の

知
名
度
と
実
績
の
お
か
げ
」と
鈴
木

さ
ん
は
振
り
返
る
。
さ
ら
に『
メ
バ

ル
膳
』
で
培
わ
れ
た
商
品
開
発
の

「
型
」は
、
そ
の
後
の
メ
バ
ル
関
連
商

品
の
開
発
に
も
つ
な
が
っ
た
。
レ
ン

ジ
で
温
め
る
だ
け
の
煮
付
け『
中
泊

メ
バ
ル
で
チ
ン
！（
略
称
：
メ
バ
チ

ン
）』や
、
メ
バ
ル
味
の
せ
ん
べ
い

『
中
泊
メ
バ
ル
せ
ん
べ
い（
略
称
：
メ
バ

せ
ん
）』を
世
に
出
し
た
ほ
か
、
地
元
の
高

校
生
考
案
の
メ
バ
ル
型
た
い
焼
き
と
し
て

『
メ
バ
焼
き
』も
商
品
化
。
２
０
１
９
年

11
月
に
は
冬
季
限
定
の
新
メ
ニ
ュ
ー
、

『
中
泊
メ
バ
ル
ち
ゃ
ん
こ
鍋
』も
完
成
し

た
。「
今
は『
ど
う
せ
そ
ん
な
に
売
れ
な

い
』な
ん
て
言
い
な
が
ら
気
楽
に
新
商
品

を
出
し
て
い
ま
す
」と
鈴
木
さ
ん
は
笑
う

が
、
そ
れ
も『
メ
バ
ル
膳
』の
成
功
体
験

と
、
難
産
を
経
て
培
わ
れ
た
チ
ー
ム
力
、

そ
れ
に
対
す
る
周
囲
か
ら
の
信
頼
あ
っ
て

こ
そ
だ
。

　

最
後
に
、
一
般
的
な
商
品
開
発
と『
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
』の
違
い
を
鈴
木
さ
ん
に

聞
い
て
み
た
。「
や
は
り
チ
ー
ム
で
開
発

す
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
を
会

議
で
決
め
る
の
で
大
変
で
す
が
、
そ
れ
は

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
進

め
る
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
度

出
来
上
が
っ
て
し
ま
え
ば
あ
と
が
楽
な
ん

で
す
ね
」

「
観
光
」と「
水
産
」、そ
し
て
町
民
も

メ
バ
ル
の
町
と
し
て
ワ
ン
チ
ー
ム
に
！

以
前
は
町
民
の
間
で
す
ら
メ
バ
ル
が
獲
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
泊
町
。

「
メ
バ
ル
の
町
」と
し
て
の
自
信
と
、
積
極
的
な
産
品
開
発
ム
ー
ド
を
生
ん
だ
の
は
、

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』を
通
じ
て
築
き
上
げ
た
信
頼
関
係
だ
っ
た
。

中泊メバルの
刺身と煮付け膳

1,800円（税込）以下

主なルール
●中泊産のメバル（ウスメバル）1尾を
使用し、半身を尾頭付きの刺身（刺
身7切れ、炙り3切れ）、半身を煮付け
で提供●ごはんには中泊産の米、『つ
がるロマン』を使用●中泊産のイカソ
ーメン、メバルの潮汁、旬の地場産食
材を使った香の物、デザートを付け
る●協議会指定のお膳ほか、指定さ
れた器を使う　など

『メバル膳』を前に語る鈴木メバルーさん。一度は民
間企業に就職して首都圏で働いたがUターンで旧小
泊村の職員となり今に至る。グルメ開発を通じた自
身の変化は「とりあえず『できるんじゃないか』と考え
て動くようになった」ことだそう

中泊町
面積：216.3 km²
人口：10,891人
（2020年1月1日現在）

右上／「町のために何かしたかったが、その機会をくれたのが『新・ご当地グルメ』」
と中里地域で居酒屋を営む協議会長の中畑哲也さん（左）。こうした人材の発掘
にもつながるのが『新・ご当地グルメ』だ　右下／関取を輩出している地域性を表
現した『中泊メバルちゃんこ鍋』。器は県産ブナの高級品だが「コストをかけても
やってみる」雰囲気が今はある　左上／『メバル膳』開発当時の役場チーム。担当
が変わった後も絆は強い　左下／新商品の開発会議も今は和やかだ

『新・ご当地グルメ』が
中泊町に
残したもの

□行政内の一体感と商品
　開発への挑戦マインド

□意欲的な民間事業者との
　ネットワーク

□メバル＝町の魚という
　町民の意識と自信

※2020年2月現在

青森県
中泊町

2015年7月デビュー以来77,00077,000食を突破！突破！※
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持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し
た

協
議
会
長
の
先
見
の
明

『
館
山
炙
り
海
鮮
丼（
以
下
、
炙
り
海
鮮

丼
）』の
デ
ビ
ュ
ー
は
２
０
１
２
年
だ
が
、

実
は
館
山
市
で
は
そ
の
数
年
前
に
も
一
度
、

『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
当
時
の
館
山
市
は
、
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
の
開
通
で
宿
泊
客
は
減
少
し
た
も
の
の

ま
だ
余
裕
の
あ
る
状
態
。「
今
の
う
ち
に

投
資
し
て
持
続
可
能
な
状
態
を
作
る
必
要

が
あ
る
」と
感
じ
て
い
た
の
が
、
市
内
で

複
数
の
旅
館
や
飲
食
店
を
運
営
す
る
小
金

晴
男
さ
ん（
現『
館
山
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ

推
進
協
議
会
』会
長
）で
あ
り
、
そ
の
思
い

に『
こ
れ
か
ら
は
食
と
観
光
だ
』と
説
く

ヒ
ロ
中
田
の
言
葉
が
ピ
タ
リ
と
ハ
マ
っ
た
。

　

し
か
し
当
時
は
呼
び
か
け
に
応
じ
る
飲

食
店
は
ゼ
ロ
。
そ
こ
で
当
時
旅
館
組
合
長

だ
っ
た
小
金
さ
ん
と
観
光
旅
館
部
長
が
立

ち
上
が
る
形
で「
旅
館
グ
ル
メ
」の
開
発

を
目
指
す
。
結
果
、
館
山
を
舞
台
と
す
る

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』に
ち
な
ん
で
８
種

の
魚
介
を
使
用
し
た『
南
総
館
山
発
見

膳
』が
生
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
短
命
に
終

わ
っ
た
。「
今
思
え
ば
、
食
以
外
の
要
素
も

多
い
旅
館
で
足
並
み
が
揃
う
は
ず
が
な
い

ん
で
す
ね
」。
た
だ
、
そ
れ
ま
で
施
設
重

視
だ
っ
た
館
山
全
体
が「
食
の
重
要
性
を

意
識
で
き
た
の
は
収
穫
」と
も
い
う
。

　

そ
の
影
響
は
、
再
度『
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
』に
取
り
組
ん
だ
際
に
手
応
え
と
な

っ
て
表
れ
た
。
新
た
に
説
明
会
に
集
ま
っ

た
飲
食
店
は
約
20
軒
。
小
金
さ
ん
と
と
も

に
活
動
に
取
り
組
ん
だ
観
光
協
会
室
長
の

木
村
義
雄
さ
ん
は「『
発
見
膳
』が
地
元
紙

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
話
題
に
な
っ
た

お
か
げ
」と
振
り
返
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
を
曲
げ
な
い
信
念
が

少
し
ず
つ
地
域
を
変
え
た

　

現
在
、
館
山
市
内
で
提
供
さ
れ
て
い
る

『
炙
り
海
鮮
丼
』は
一
律
１
８
０
０
円
。
し

か
し
実
は
、
単
体
で
は
利
益
は
出
て
い
な

い
。
そ
れ
を
よ
し
と
し
て
い
る
の
は
、

「『
炙
り
海
鮮
丼
』は
あ
く
ま
で
戦
略
商
品
。

こ
れ
を
目
当
て
に
館
山
に
人
が
来
て
く
れ

れ
ば
、
必
ず
そ
れ
以
外
に
も
消
費
し
て
く

れ
る
」と
い
う
信
念
が
あ
る
か
ら
だ
。
確

か
に
集
客
装
置
と
し
て
は
強
力
。
協
議
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
年
間
約
１
万
人
の

来
訪
者
の
う
ち
、
４
〜
５
割
が
来
訪
目
的

に『
炙
り
海
鮮
丼
』を
挙
げ
て
い
る
し
、は

と
バ
ス
の
人
気
ツ
ア
ー
で
も
メ
イ
ン
に
な

る
な
ど
旅
行
会
社
か
ら
の
引
き
合
い
も
多

い
。
現
在
参
画
事
業
者
は
４
店
舗
と
、
当

初
説
明
会
に
集
ま
っ
た
数
か
ら
す
る
と
少

な
い
が
、そ
れ
も「
戦
略
商
品
」と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
貫
け
る
事
業
者
だ
け
が
残
っ

た
と
考
え
れ
ば
う
な
ず
け
る
。

　

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
固
な
コ
ン
セ
プ
ト

を
持
て
た
の
は
な
ぜ
か
。
一
つ
は
小
金
さ

ん
の
会
社
の
よ
う
な
大
き
め
の
企
業
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
っ
張
る
中
、
経
営
者
と

料
理
長
が
必
ず
一
緒
に
開
発
会
議
に
参
加

す
る
よ
う
義
務
付
け
た
か
ら
。
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
は
な
く
、
仕
入
れ
や
調
理
で
最
も

負
担
の
か
か
る
料
理
人
と
丁
寧
に
意
識
を

共
有
し
て
き
た
意
義
は
大
き
い
。
も
う
一

つ
の
理
由
と
し
て「
休
暇
村
館
山
の
参

画
」を
挙
げ
る
の
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

担
当
す
る
児
玉
秀
一
さ
ん
。「
休
暇
村
と

い
う
大
き
な
組
織
で
、
本
部
に
き
ち
ん
と

説
明
が
で
き
、
料
理
長
が
交
代
し
て
も
同

じ
料
理
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
明
確
な

コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
な
の
で
す
」。
そ
う

し
た
事
情
が
結
果
的
に
強
い
コ
ン
セ
プ
ト

を
作
っ
た
と
い
う
の
が
興
味
深
い
。

　

今
で
は
参
画
事
業
者
以
外
に
も
影
響
が

広
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば『
炙
り
海
鮮

丼
』を
食
べ
に
来
た
人
に
補
助
券
を
配
付

し
、
市
内
の
カ
フ
ェ
や
店
舗
を
回
っ
て
も

ら
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
参
加

店
舗
と
双
方
向
で
送
客
す
る
と
い
う
関
係

も
生
ま
れ
た
。
市
内
の
い
ち
じ
く
栽
培
農

家
と
飲
食
店
が
ス
イ
ー
ツ
開
発
に
取
り
組

も
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
の
も
、

『
炙
り
海
鮮
丼
』が
盛
り
上
げ
た
食
へ
の

意
識
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
う
し
た
動
き
を
意
欲
的
に
支

え
て
い
る
の
が
、
館
山
市
観
光
み
な
と
課

の
矢
代
誠
さ
ん
だ
。
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
で

の
接
客
経
験
を
経
て
、「
も
っ
と
大
き
な

事
業
に
関
わ
り
た
い
」と
役
所
に
転
職
し

た
矢
代
さ
ん
は
弱
冠
29
歳
。『
炙
り
海
鮮

丼
』完
成
の
３
年
後
に
チ
ー
ム
に
加
わ
っ

た
が
、「
自
分
の
よ
う
な
若
手
が
地
域
の

大
社
長
を
相
手
に
フ
ラ
ッ
ト
に
も
の
を
言

う
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て

も
ら
え
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
」と

こ
の
５
年
を
振
り
返
る
。「
失
礼
を
承
知

で
い
え
ば
、
み
な
さ
ん
は
年
齢
的
に
も
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
近
し
い
存
在
。
今

後
異
動
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
協
議

会
の
活
動
は
続
け
て
い
き
ま
す
よ
！
」

「
戦
略
商
品
」と
割
り
切
る
強
い
意
志
が

人
を
呼
び
、若
手
を
育
て
た

一
見
、
理
解
を
得
る
の
が
難
し
そ
う
な「
戦
略
商
品
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ど
う
や
っ
て
成
立
し
、

地
域
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
？
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
思
い
を
自
然
に
広
め
た『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』の
効
用
と
は
。

2月のイベント時に制作されたチラシ。市内14店舗が協力し『炙り海鮮丼』から
始まる回遊で地域の活性化につなげた。チラシや缶バッジなど、プロモーショ
ン関連グッズをチーム内で制作できるのも強みだ

上・右／「この中で一番大変な人
は？」と尋ねると、本人以外は全
員「料理長！」と回答。和やかな
雰囲気に互いへの敬意がにじむ

3段になった「丼」の意
外性が楽しい『炙り海
鮮丼』。以前の『発見
膳』同様、魚介類は必ず
8種を盛り込む

右上から時計回りに協議会長の小金晴男さん、観光協会の木
村義雄さん、プロモーション担当の児玉秀一さん、市職員の矢
代誠さん。70代から20代まで世代を超えた団結力は強固だが、
弱点は「おじさんばかりでSNSに弱いこと」（児玉さん）

『新・ご当地グルメ』が
館山市に
残したもの

□「戦略商品」という
　コンセプトへの理解

□新旧世代の意識の継承

□食＝集客装置という
　考え方

館山炙り海鮮丼
1,800円（税込）

主なルール
●協議会指定の「特製三段どんぶり」
と「サザエ用五徳」を使用●旬の地
場産魚介類を8種類使用。炙り用は
５種類（１種類はサザエ）、刺身用は
４種類（炙り用と刺身用で一部魚種
が重なる）●炙り用に旬の野菜を使
用●1段目には炙り用の魚介類を5種
類、2段目には刺身用の魚介類を3
種類（1種類はお頭付き）使用、3段目
は各店オリジナルの「彩り花ちらし」
●海鮮汁を付ける　など

※2020年1月現在

千葉県
館山市

2012年2月デビュー以来116,645116,645食を突破！突破！※

館山市
面積：110.05 km²
人口：46,161人
（2020年1月1日現在）
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大
病
か
ら
生
還
し
た
人
生
を

地
域
の
た
め
に
捧
げ
た
い

　

佐
渡
は
食
材
の
宝
庫
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
新
潟
市
内
の
飲
食
店
で
も
佐
渡
産
と

い
え
ば
売
れ
る
と
い
う
。
代
表
的
な
産
品

は
冬
の
寒
ブ
リ
だ
が
、
観
光
に
と
っ
て
の

問
題
は
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
は
夏
で
あ
り
、

そ
の
時
期
に
喜
ば
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
存
在

し
な
い
こ
と
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、『
佐
渡
ご
当
地

グ
ル
メ
普
及
促
進
協
議
会
』会
長
の
伊
藤

哲
夫
さ
ん
だ
っ
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
佐
渡
市
内
で
和
食
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
営
む
料
理
人
。
ヒ
ロ
中
田
が

初
め
て
佐
渡
市
で
講
演
を
行
っ
た
と
き
、

懇
親
会
ま
で
残
っ
た
た
だ
１
人
の
飲
食
店

経
営
者
で
あ
り
、
そ
の
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
引
っ
張
っ
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
だ
。
実

は
、
ヒ
ロ
中
田
と
出
会
っ
た
の
は
、
突
然

の
脳
出
血
か
ら
回
復
し
て
ま
だ
３
カ
月
と

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
。
し
か
し「
だ
か
ら
こ

そ
、
一
病
息
災
と
思
っ
て
頑
張
れ
た
」と

伊
藤
さ
ん
は
言
う
。

「
バ
ブ
ル
の
頃
に
は
、
佐
渡
に
た
く
さ
ん

来
て
い
た
お
客
さ
ん
の
お
か
げ
で
成
功
で

き
た
。
だ
か
ら
今
度
は
佐
渡
の
た
め
に
何

か
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」

『
ブ
リ
カ
ツ
丼
』と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
決

ま
っ
た
の
は
、
脂
の
少
な
い
夏
の
ブ
リ
で

も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、

新
潟
市
の『
タ
レ
カ
ツ
丼
』や
長
岡
市
の

『
洋
風
カ
ツ
丼
』な
ど
、
県
内
の
個
性
的
な

ご
当
地
カ
ツ
丼
を
意
識
し
て
の
こ
と
。

「
ブ
リ
と
い
え
ば
刺
身
か
焼
き
物
。カ
ツ
に

し
て
旨
い
の
か
？
」と
い
う
批
判
も
出
る

中
、
伊
藤
さ
ん
が
全
く
抵
抗
を
感
じ
な
か

っ
た
の
は
、「
自
分
の
店
を
持
つ
前
に
ホ

テ
ル
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

働
い
た
経
験
の
お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
。
料
理
と
商
売
の
両
方
が
わ
か
る

貴
重
な
存
在
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

全
国
の
仲
間
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら

や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
き
た
10
年

　

ブ
リ
カ
ツ
は
厚
切
り
を
た
っ
ぷ
り
５
切

れ
。そ
れ
を
あ
ご（
ト
ビ
ウ
オ
）だ
し
ベ
ー

ス
の
タ
レ
に
く
ぐ
ら
せ
て
ご
は
ん
に
載
せ

る
。
ご
は
ん
は
ト
キ
の
舞
う
田
ん
ぼ
で
採

れ
る
特
別
栽
培
米
。
ト
キ
が
虫
を
つ
い
ば

み
に
降
り
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
で
き
る
だ

け
減
農
薬
で
育
て
た
お
米
だ
。
佐
渡
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
う
え
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
そ
の

ま
ま
持
っ
て
い
き
や
す
い
の
は
丼
な
ら
で

は
の
利
点
。
順
調
な
ス
タ
ー
ト
と
思
わ
れ

た
が
、
２
年
目
を
迎
え
る
頃
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
表
面
化
す
る
。
勝
手
に
食
材

を
変
え
る
店
、
参
画
店
舗
で
あ
り
な
が
ら

常
に
売
り
切
れ
状
態
の
店
…
…
さ
ら
に
事

務
局
長
、
事
務
局
次
長
が
相
次
い
で
辞
任
。

ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
店
に
は
退
会
し
て
も

ら
っ
た
が
、
事
務
局
機
能
の
弱
さ
は
今
も

課
題
の
ま
ま
だ
。

　

一
方
で
成
功
し
た
点
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
知

名
度
は
上
が
り
、「
ブ
リ
カ
ツ
丼
が
食
べ

た
く
て
来
た
」と
い
う
人
も
増
え
、
ハ
ワ

イ
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に

訪
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
意
外
な
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
の
は
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
開
発
し
た『
ブ
リ
カ
ツ
く
ん
』。
最
初
は

「
気
持
ち
悪
い
」と
言
わ
れ
つ
つ
も
カ
ル

ト
的
な
人
気
を
博
し
、
今
は「
ブ
リ
カ
ツ

く
ん
に
会
い
た
い
」と
訪
れ
る
コ
ア
フ
ァ

ン
も
い
る
。
も
う
一
つ
成
功
し
た
の
が
子

ど
も
た
ち
へ
の
提
供
。
魚
を
食
べ
る
習
慣

の
な
い
子
ど
も
た
ち
も
カ
ツ
な
ら
食
べ
や

す
い
の
か
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
新

潟
市
の
小
学
生
に
は
大
人
気
で
、
佐

渡
の
記
憶
を
将
来
に
つ
な
げ
る
布
石

に
な
っ
て
い
る
。「
ま
ず
獲
得
す
る

べ
き
は
新
潟
市
か
ら
の
お
客
さ
ん
。

東
京
だ
海
外
だ
と
い
う
の
は
、
そ
こ

か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
結
果
」と
い

う
伊
藤
さ
ん
の
考
え
に
も
、
う
ま
く

ハ
マ
っ
て
く
れ
そ
う
だ
。

　

伊
藤
さ
ん
自
身
も『
ブ
リ
カ
ツ
丼
』以

降
、
活
動
の
幅
を
さ
ま
ざ
ま
に
広
げ
て
き

た
。
今
は
自
社
で
産
品
開
発
を
し
た
り
、

『
佐
渡
を
愛
す
る
会
』を
結
成
し
て
新
潟

市
で
寒
ブ
リ
を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
た
り
と
忙
し
い
。「
個
人
店
だ
っ
た
ら

難
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
う
ち
は
息
子

た
ち
が
料
理
人
と
し
て
店
を
守
っ
て
く
れ

て
い
る
か
ら
」と
伊
藤
さ
ん
。ま
る
で「
で

き
る
者
が
や
れ
ば
い
い
」と
で
も
い
う
よ

う
な
、
淡
々
と
し
た
話
し
ぶ
り
だ
。

　

県
の
要
請
で
東
京
の
イ
ベ
ン
ト
に『
ブ

リ
カ
ツ
丼
』を
出
品
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

協
議
会
員
数
も
減
っ
た
今
、
大
半
の
業
務

を
伊
藤
さ
ん
が
独
り
で
こ
な
す
。
費
用
も

自
腹
で
賄
い
、
と
き
に
は
予
想
販
売
数
に

届
か
ず
赤
字
を
か
ぶ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
全
く
、
バ
カ
に
な
ら
な
い
と
や
っ
て
ら

れ
ま
せ
ん
よ
！（
笑
）で
も
日
本
中
で
同

じ
志
で
頑
張
っ
て
い
る
人
達
と
も
知
り
合

え
た
し
、『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』と
出
会

え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

佐渡は海も山もあり、田畑や果樹もあって食の魅力に溢れ
た土地。さらにこんな風景の中をトキが舞う日もあるという

『ブリカツ丼』PRキャラクターの『ブリカツくん』は、頭には仲
買人の帽子をかぶり、エプロンはカツの衣という出で立ち。
「北陸新幹線と顔が似ている」と噂になり、上越妙高駅の1
周年イベントにも呼ばれた 上／現在、正式な『ブリカツ

丼』を通年提供している店舗
は伊藤さんの店『味彩』とここ
『長三郎』のみ。正統派寿司
店にも関わらず快くブリカツ
丼を扱ってくれた店主の鶴間
光男さん（写真左）は、伊藤さ
んも頼りにしている大事な仲
間　左／寒ブリは島の東側
にある両津港（写真）で揚が
り、夏ブリは主に西側で揚が
るが、いずれも天然ブリだ

『ブリカツ丼』と伊藤哲夫さん。子供に好かれる味を
活かして地元の保育園の給食としても提供、食育に
も一役買っている。本来は外客へのおもてなし料理
だが、長く続くと地域住民にも広まっていくのが
『新・ご当地グルメ』の特徴でもある

佐渡天然ブリカツ丼
1,320円（税込）

主なルール
●佐渡産の天然ブリを使用し、1切れ
約20g×５切れのカツを使う●タレ
は協議会指定レシピの「特製あご（ト
ビウオ）だし醤油ダレ」●佐渡市認証
米『朱鷺と暮らす郷』（コシヒカリ）の
米粉を衣に使う●ごはんも佐渡市認
証米『朱鷺と暮らす郷』（コシヒカリ）
●副菜、汁物も地場産の食材にこだ
わる　など

※2020年1月現在

『新・ご当地グルメ』が
佐渡市に
残したもの

□民間発の
　地域プロデューサー

□「少量多品種」から
　一歩抜け出す強み

□タレント的人気を誇る
　ご当地キャラ

新潟県
佐渡市

2010年7月デビュー以来170,000170,000食を突破！突破！※

佐渡市
面積：855.3 km²
人口：57,255人
（2015年現在）

「
佐
渡
で
成
功
し
た
か
ら
佐
渡
に
返
し
た
い
」

地
域
を
愛
す
る
協
議
会
長
の
10
年
奮
闘
記

病
か
ら
復
帰
し
た
ば
か
り
の
体
で
自
ら
立
候
補
し
た
協
議
会
長
。

事
務
局
の
弱
さ
と
い
う
ビ
ハ
イ
ン
ド
と
戦
い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
10
年
を
振
り
返
る
。
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編
集
長
に
な
り
た
く
て
リ
ク
ル
ー
ト
に

新
卒
入
社
し
て
、
そ
の
夢
を
実
現
し
た
の

は
、１
９
９
９（
平
成
11
）年
10
月
の
こ
と

だ
っ
た
。２
代
目「
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
」編

集
長
、
当
時
39
歳
。
そ
の
頃
、
自
分
に
言

い
聞
か
せ
て
い
た
言
葉
が
あ
る
。「〝
バ
カ

編
集
者
〞に
は
な
る
な
。〝
編
集
バ
カ
〞に

な
れ
」。一
般
的
に
、〝
バ
カ
〞は
否
定
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
が
、〝
バ
カ
編
集
者
〞

と
違
っ
て〝
編
集
バ
カ
〞は
良
い
意
味
で

使
わ
れ
る
。

 

〝
編
集
〞と
は
、
情
報
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を

集
め
て
選
び
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト（
読
者
な
ど
）

が
満
足
す
る
よ
う
な
意
外（
異
質
）な
組

み
合
わ
せ
で
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
や
視

点
・
価
値
を
編
み
出
す
手
法
。〝
編
集
バ

カ
〞と
は
、
そ
の
編
集
企
画
を
考
え
る
の

が
３
度
の
飯
よ
り
大
好
き
な
人
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
ぼ
く
は
編
集
に
没
頭

し
た
。
通
勤
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
と
、

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
出
退
勤
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
夕
食
は
、
毎
日
深
夜
０
時
以
降
、

帰
宅
し
て
か
ら
摂
っ
て
い
た
。

２
０
０
０
年
の
緊
急
入
院
体
験
が

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
誕
生
の
元

　

事
件
は
突
然
や
っ
て
き
た
。
２
０
０
０

（
平
成
12
）年
６
月
上
旬
の
週
末
。
風
邪
を

引
い
て
し
ま
っ
た
ぼ
く
は
、
咳
が
ひ
ど
く
、

三
日
三
晩
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
。

 「
市
販
の
薬
だ
け
で
は
治
ら
な
い
」

　

そ
う
思
い
、
週
明
け
、
咳
に
効
く
注
射

を
打
っ
て
も
ら
お
う
と
、
札
幌
市
内
の
病

院
に
出
向
い
た
。
し
か
し
、
診
察
し
た
医

師
は
、
驚
く
よ
う
な
言
葉
を
告
げ
た
。「
腎

臓
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
入
院
の

手
続
き
を
」

　

最
初
は
、
何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
誰
が
ど
う
見
て
も
、
風
邪

だ
ろ
う
？　

注
射
を
打
っ
て
も
ら
い
、
風

邪
薬
を
も
ら
っ
て
、
数
日
寝
て
い
れ
ば
必

ず
治
る
。
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
診

察
結
果
に
、
ぼ
く
は
目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
っ
た
。
仕
事
は
ど
う
す
る
？　

す
ぐ
に

手
続
き
を
し
て
、
翌
日
、
入
院
し
た
。
病

棟
の
部
屋
は
、
４
人
部
屋
。
他
の
３
人
は
、

人
工
透
析
が
必
要
な
患
者
だ
っ
た
。

 「
俺
の
人
生
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
か
」

　

妻
と
３
歳
の
息
子
を
抱
え
、
働
き
盛
り

だ
っ
た
だ
け
に
、
絶
望
的
な
思
い
に
襲
わ

れ
た
。
し
か
し
、
数
日
後
、
意
外
な
検
査

結
果
に
再
び
驚
か
さ
れ
る
。
本
当
に
悪
い

の
は
、
腎
臓
で
は
な
く
肝
臓
だ
っ
た
。
正

式
な
病
名
は「
薬
剤
性
肝
機
能
障
害
」。
何

の
こ
と
は
な
い
。
薬
局
で
処
方
さ
れ
た
市

販
の
風
邪
薬
の
中
に
、
自
分
の
カ
ラ
ダ
に

合
わ
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
が
含
ま
れ
て

い
た
の
だ
。
入
社
し
て
以
来
、
ず
っ
と
仕

事
漬
け
の
毎
日
を
送
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
ま
で
食
に
は
ま
っ
た
く
興
味
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
人
間
が
、

入
院
体
験
に
よ
っ
て
、
食
や
健
康
に
目
覚

め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
タ
バ
コ
も
や
め
た
。

　

退
院
後
、『
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
』の
グ
ル

メ
企
画
も
一
変
し
た
。
ま
ず
、
ホ
ク
レ
ン

農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
の
農
業
・
漁

業
団
体
と
連
携
し
、
米
・
小
麦
・
甜
菜
・

野
菜
・
牛
肉
・
鮭
・
ホ
タ
テ
・
昆
布
な
ど

の
消
費
促
進（
地
産
地
消
）を
推
進
し
て

い
っ
た
。
そ
の
後
、
地
場
産
食
材
を
活
用

し
た
市
町
村
別
ご
当
地
グ
ル
メ
の
特
集
を

企
画
、
連
載
し
て
い
く（『
室
蘭
や
き
と
り

丼
』『
稚
内
タ
コ
ラ
イ
ス
』な
ど
）。企
画
は

ヒ
ッ
ト
し
、
数
多
く
の
読
者
が
ご
当
地
グ

ル
メ
を
食
べ
よ
う
と
掲
載
さ
れ
た
お
店
に

足
を
運
ん
だ
。
し
か
し
、
月
一
回
の
連
載

の
た
め
、
次
号
が
発
売
さ
れ
る
と
、
前
号

で
特
集
し
た
地
域
・
店
に
は
、
パ
タ
ッ
と

お
客
さ
ん
が
来
な
く
な
る
。
そ
れ
が
続
い

て
い
っ
て
…
…
。
費
や
す
労
力
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
段
々
と
バ
カ
ら
し
く
な
っ
て

い
っ
た
の
だ
。

 

「
こ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い
。
瞬
間
芸
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
各
地
域
で
き
ち
ん

と
定
着
す
る
よ
う
な
ご
当
地
グ
ル
メ
に
し

な
け
れ
ば
や
っ
て
い
る
意
味
が
な
い
」

　

そ
う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
０
０
５

（
平
成
17
）年
３
月
12
日
、
美
瑛
町
で
運
命

の
人
・
西
森
和
弘
さ
ん（
写
真
参
照
）に
出

会
い
、
同
年
７
月
２
日
、
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
第
１
号『
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
』が

誕
生
し
た
。
以
降
、
北
海
道
で
計
17
個
の

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
、２

０
０
９（
平
成
21
）年
４
月
、
全
国
で
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
を
展
開
す
べ
く
、
じ
ゃ
ら

ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
異
動
し
、
ご
当

地
グ
ル
メ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
っ
た
。

第
１
号
の
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
と

最
新
作
メ
バ
ち
ゃ
ん
鍋
と
の
違
い

　

ぼ
く
は
、
こ
の
15
年
間
で
75
個
の
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
き

た
。
よ
り
正
確
に
言
う
と
、
16
道
県
・
54

地
域
で
75
グ
ル
メ
。
手
探
り
し
な
が
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、
昔
の
新
・
ご

当
地
グ
ル
メ
と
今
の
そ
れ
と
は
商
品
内
容

が
ま
っ
た
く
異
な
る
。「
地
場
産
食
材
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
企
画
開
発
型
の

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
」は
、
２
０
０
５
年

当
時
は
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン（
競
争
の

な
い
未
開
拓
市
場
）だ
っ
た
。し
か
し
、今

で
は
レ
ッ
ド
・
オ
ー
シ
ャ
ン（
競
争
の
激

し
い
既
存
市
場
）に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
も
あ
り
、
商
品
設

計
自
体
を
進
化
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
だ
。

　

で
は
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
６
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
分
け
て
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
、

器
や
お
膳
を
統
一
し
、
見
た
目
を
重
視
す

る
よ
う
に
な
っ
た（
１
）。
初
期
の『
富
良

野
オ
ム
カ
レ
ー
』『
オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見
塩

や
き
そ
ば
』な
ど
、
北
海
道
を
代
表
す
る

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
は
、
お
店
に
よ
っ
て

器
が
バ
ラ
バ
ラ
。
し
か
し
、
中
期
以
降
は
、

器
に
も
気
を
配
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え

ば
、『
那
須
の
内
弁
当
』は
、
幕
の
内
弁
当

箱
の
代
わ
り
に
那
須
杉
プ
レ
ー
ト
を
使
用
。

『
加
賀
カ
ニ
ご
は
ん
』は
、「
器
と
料
理
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」を
テ
ー
マ
に
、
伝
統
工

芸
品
で
あ
る
九
谷
焼
＆
山
中
漆
器
の
器
・

お
盆
を
使
っ
た
。
後
期
の『
平
内
ホ
タ
テ

活
御
膳
』な
ど
は
、
全
店
す
べ
て
同
じ
食

器
で
統
一
。
今
で
は
、「
料
理
は
見
た
目
が

９
割
！
」が
合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
を
導
入
す

る
よ
う
に
な
っ
た（
２
）。
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ

ル
メ
と
は
、
火
を
使
う
料
理
の
こ
と
。
火

を
使
う
こ
と
で
、「
自
分
で
焼
け
る
！
」

「
熱
々
で
味
わ
え
る
！
」「
お
好
み
の
料
理

に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
！
」と
付
加

価
値
と
ラ
イ
ブ
感
が
ア
ッ
プ
し
た
。『
田

子
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
』は
、

そ
の
象
徴
的
な
存
在
と
言
え
よ
う
。
自
分

で
焼
い
た
ス
テ
ー
キ（
牛
肉
・
豚
肉
・
鶏

肉
）を
シ
ャ
リ（
ニ
ン
ニ
ク
味
噌
な
ど
の

調
味
料
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て

い
る
）に
巻
い
て
食
べ
る
と
い

う
、元
祖「
肉
巻
き
寿
司（
ガ
ー

リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
寿
司
）」。
お

昼
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
提
供

店
舗
の
店
内
は
ニ
ン
ニ
ク
の
匂

い
が
充
満
し
、
ニ
ン
ニ
ク
料
理
、

み
ん
な
で
食
べ
れ
ば
臭
く
な

い
！

　

続
い
て
、
商
品
の
定
義
・
ル

ー
ル
が
厳
し
く
な
っ
た（
３
）。
新
・
ご
当

地
グ
ル
メ
の
理
想
形
を
、「
企
画
よ
し
×

見
た
目
よ
し
×
味
よ
し
×
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
よ
し
×
言
葉
よ
し
の
５
拍
子
揃

っ
た
料
理
」と
定
め
、「
企
画
」「
見
た
目
」

「
味
」「
コ
ス
パ
」「
言
葉
」を
徹
底
追
求
。そ

の
結
果
、
盛
り
込
む
定
義
・
ル
ー
ル
が
増

え
て
い
っ
た
。
最
た
る
例
は『
東
通
天
然

ヒ
ラ
メ
刺
身
重
』で
、
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
定
義
・
ル
ー
ル
書（
Ａ
４
版
、
協
定
書

用
）に
は
文
字
が
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。

　

４
つ
目
は
、
開
発
会
議
の
回
数
が
増
え
、

商
品
完
成
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ

と
。『
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
』の
場
合
、
開

発
を
始
め
て
３
カ
月
ち
ょ
っ
と
で
誕
生
。

『
有
田
焼
五
膳
』の
場
合
は
ど
う
か
。
１
年

か
け
て
完
成
さ
せ
た『
有
田
焼
牛
皿
御

膳
』が
、
全
国
的
な
ユ
ッ
ケ
食
中
毒
事
件

の
あ
お
り
を
受
け
て
商
品
化
を
断
念（
県

か
ら
の
指
導
も
あ
り
、
メ
イ
ン
料
理「
牛

〝
編
集
バ
カ
〞が〝
地
域
バ
カ
〞を
創
る
ま
で

―
15
年
間
、
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
に
取
り
組
ん
で
み
て
―

か
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
こ
う
言
っ
た
。「
勝
者
と
は
、
始
め
る
人
で
は
な
く
、
続
け
た
人
の
こ
と
」。

「
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
」編
集
長
の
個
人
的
な
体
験
が
き
っ
か
け
で
、
15
年
前
に
誕
生
し
た『
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
』。

以
来
、
七
転
び
八
起
き
精
神
で
ガ
チ
ン
コ
勝
負
！　

結
果
、
地
域
に
残
す
べ
き
も
の
は〝
人
〞だ
と
知
っ
た
。

プロデューサー
が

振り返る

講演会でヒロ中田が提案した『美瑛カレーうどん』企画にのった
美瑛の西森和弘さん(地域バカ第１号)。彼がいなかったら、この世
に『新・ご当地グルメ』は存在しない。美瑛カレーうどんは累計44
万食のロングセラー

2020年3月末、36年間勤めたリク
ルートを退社。チャレンジする企
業・地域・人をサポートする、パート
ナー型企画コンサルティング会社
を設立予定。引き続き、「食と観
光」をテーマに、全国を飛び回る。

じゃらんリサーチセンター
エグゼクティブプロデューサー
ヒロ中田●59歳

ヒロ中田に聞きたい！❷
なぜ「10年続くこと」が
目安になるの？

　デビューから10年経った新・ご当地
グルメは全部で20(2020年2月10日
現在)。そのうち、新・ご当地グルメと
して成功しているのは６グルメです。
ほかは、商品は残っていても事務局が
なくなった、新・ご当地グルメの提供店
が一店になった、商品が消滅したなど、
ケースはさまざま。これで、10年生き
抜くことの大変さがおわかりいただけ
ることでしょう。10年の次は15年、20
年と、茨の道は続きます。（談）

ヒロ中田に聞きたい！❶
なぜ『新・ご当地グルメ』には
細かいルールが必要なの？

　理想は、「いつ行っても、どこのお店に行
っても、胃も心も満足する」状態にすること。
料理は属人的な側面が強いので、守るべ
きルールを言語化・見える化することで、
「味」「見た目」のクオリティを保とうとして
いるのです。新・ご当地グルメは、料理の地
域代表です。そのプライドの証がルールと
も言えます。（談）
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肉
の
タ
タ
キ
」
の
提
供
が
Ｎ
Ｇ
と
な
っ

た
）。
料
理
内
容
を
見
直
し
、
鶏
肉
を
使

っ
た『
有
田
焼
五
膳
』が
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
は
、
開
発
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
年
半
後
の

こ
と
だ
っ
た
。
今
で
は
、
商
品
開
発
期
間

は
約
１
年
、
開
催
す
る
会
議
も
約
30
回
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

　

５
つ
目
は
、
商
品
の
売
価
が
高
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
初
め
て
１
０
０
０
円
を

超
え
る
商
品
に
な
っ
た
の
は
、
23
番
目
に

誕
生
し
た『
日
南
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
炙
り

重
』（
１
２
０
０
円
、
当
時
）。
こ
の
商
品

は
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
第
１
号
で
も
あ

り
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
導
入
が
価
格
を

押
し
上
げ
た
。最
近
は
、１
５
０
０
円（
税

込
）が
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
75
グ
ル
メ
で
一
番
価
格
が
高

い
商
品
は
、
３
９
０
０
円（
税
込
）の『
館

山
伊
勢
海
老
ス
テ
ー
キ
御
膳
』だ
。

　

最
後
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
よ
り
シ
ャ
ー

プ
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う（
６
）。
コ
ン
セ

プ
ト
と
は
、「
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
を
作
る
た

め
の
地
図
＆
羅
針
盤
」「
企
画
の
出
発
点
」

「
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
」。
最
新
作（
75
番
目
）

の『
中
泊
メ
バ
ル
ち
ゃ
ん
こ
鍋
』の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
相
撲
に
ま
つ
わ
る
キ
ー
ワ

ー
ド
を
散
り
ば
め
た
、
冬
期
限
定
の
お
ひ

と
り
さ
ま
用
メ
バ
ル
ち
ゃ
ん
こ
鍋
定
食
」。

こ
の
定
食
の
中
に
挿
入
し
た
相
撲
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
全
部
で
21
語（
力
水
、
清
め
の

塩
、
マ
ス
席
、
粘
り
腰
、
結
び
の
一
番
、
大

入
り
袋
な
ど
）。言
っ
ち
ゃ
ナ
ン
だ
が
、
こ

ん
な
発
想
の
商
品
は
誰
に
も
作
れ
ま
い
。

「
努
力
は
夢
中
に
負
け
る
」の
真
骨
頂
だ
！

地
域
に
残
せ
る
も
の
は
何
な
の
か

結
論
は〝
商
品
〞で
は
な
く〝
人
〞

　

良
い
商
品
が
完
成
し
て
も
、
成
功
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
で
地
域
活
性
化
を
手
が
け
た
54
地

域
を
自
己
採
点
す
る
と
、
成
功
と
言
え
る

の
は
23
地
域
、
つ
ま
り
、
成
功
確
率
は
４

割
２
分
６
厘
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
半
数
以
上
は
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
に

よ
る
と
、
次
の
10
個
の
力
を
備
え
れ
ば
確

実
に
成
功
す
る
。
１
商
品
力
、
２
事
務
局

力（
組
織
運
営
力
）、
３
情
報
発
信
力
、
４

連
携
力
、５
金
銭
力
、６
品
質
管
理
力
、７

提
供
店
舗
力
、
８
販
売
力
、
９
人
材
育
成

力
、
10
お
も
て
な
し
力
。
逆
に
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
パ
タ
ー
ン
は
と
て
も
シ
ン

プ
ル
で
あ
る
。
事
務
局
の
崩
壊
×
リ
ー
ダ

ー
の
不
在
な
の
だ
。

　

事
務
局
を
担
う
主
体
は
、
行
政（
役
所
・

役
場
）、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
、
観
光
協

会
、
民
間
有
志
チ
ー
ム
の
４
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
。
こ
れ
が
良
く
て
あ
れ
が
悪
い
、
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
市
で
は
な

く
町
村
単
位
で
言
え
ば
、
行
政（
観
光
課
）

が
そ
の
役
割
を
担
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
、
組
織
に
は
異
動
が
つ
き
も
の

で
、
事
務
局
崩
壊
の
元
凶
は
そ
れ
に
尽
き

る
と
言
い
切
れ
る
。
最
悪
の
パ
タ
ー
ン
は
、

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
が
誕
生
し
て
す
ぐ
に

担
当
者（
事
務
局
）が
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
は
打
ち
手
を
講
じ

た
。
１
年
に
お
よ
ぶ
商
品
開
発
に
携
わ
っ

た
担
当
者
が
最
低
５
〜
６
年
は
業
務
を
担

当
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
首
長（
町
村
長
）

と
申
し
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

そ
れ
を
忠
実
に
守
っ
て
く
れ
た
の
が
、
青

森
県
の
５
地
域（
深
浦
・
平
内
・
中
泊
・
田

子
・
東
通
）で
あ
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
は
、
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ

推
進
団
体
の
会
長
を
指
す
。
本
特
集
の
前

半
パ
ー
ト
で
取
り
上
げ
た
地
域（
中
泊
、

館
山
、佐
渡
）が
成
功
し
て
い
る
の
は
、そ

れ
ぞ
れ
中
畑
会
長
・
小
金
会
長
・
伊
藤
会

長
の
存
在
＆
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
き
い
。

彼
ら
は
、
運
命
と
も
言
え
る
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
地
域
愛

が
芽
生
え
、
人
生
の
シ
ナ
リ
オ
が
書
き
換

え
ら
れ
て
い
っ
た
。「
食
」と
い
う
字
は
、

人
を
良
く
す
る
と
書
く
が
、
ま
さ
に「
食
」

が
人
を
変
え
た
の
だ
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
商
品
だ
け
で
な
く
人
も

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
こ
う
。
そ
う
強
く

意
識
し
始
め
た
の
は
、
２
０
１
３（
平
成

25
）年
６
月
14
日
デ
ビ
ュ
ー
の『
深
浦
マ

グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
』か
ら
で
あ
る
。
２
０

２
０（
令
和
２
）年
３
月
16
日
、「
ご
当
地

グ
ル
メ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
〜
青
森
県
の
名
物
行

政
マ
ン
・
鈴
木
マ
グ
ロ
ー
＆
地
域
バ
カ
た

ち
の
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ『
深
浦
マ
グ
ロ

ス
テ
ー
キ
丼
』を
め
ぐ
る
冒
険
」と
題
し

た
本
が
発
行
さ
れ
る
。
著
者
は
青
森
県
の

新
聞
社
の
報
道
部
長
。
青
森
県
深
浦
町
役

場
職
員
の
鈴
木
マ
グ
ロ
ー（
本
名
：
治

朗
）が
、
２
０
１
１（
平
成
23
）年
11
月
２

日
の
講
演
会
で
ヒ
ロ
中
田
と
出
会
い
、

新
・
ご
当
地
グ
ル
メ『
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ

ー
キ
丼
』を
開
発
。
人
口
８
０
０
０
人
の

「
陸
の
孤
島
」に
も
か
か
わ
ら
ず
、
６
年
半

で
24
万
食
を
売
る
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
町
と

人
が
変
わ
っ
た
と
い
う
地
方
創
生
型
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
リ
ー（
書
籍
購
入

希
望
の
方
は
深
浦
町
役
場
観
光
課
０
１
７

３
‐
７
４
‐
２
１
１
１
ま
で
）。

　

鈴
木
マ
グ
ロ
ー
は
、
筋
金
入
り
の〝
地

域
バ
カ
〞で
あ
る
。〝
地
域
バ
カ
〞と
は
、

「
ご
当
地
愛
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ

ツ
」「
未
来
を
憂
う
冷
静
な
眼
力
」「
人
と

お
金
を
動
か
す
力
」「
24
時
間
×
３
６
５

日
動
け
る
身
体
能
力
」と
い
う
５
つ
の
力

の
持
ち
主
の
こ
と
。し
か
し
、自
然
に〝
地

域
バ
カ
〞に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
と
出
会
い
、
共
に
食
で
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
う
仲
間
が
で
き
、

活
躍
・
挑
戦
・
学
ぶ
舞
台
が
与
え
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
。
ぼ
く
が
鈴
木
治
朗

さ
ん
に
鈴
木
マ
グ
ロ
ー
と
い
う
芸
名
を
授

け
た
の
も
、「
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」の
一

貫
な
の
だ
。

 〝
人
〞は〝
人
〞と
仕
事
す
る
。

ヒ
ロ
中
田
と
愉
快
な
仲
間
た
ち

　

２
０
２
０
年
２
月
１
日
・
２
日
、
和
歌

山
市
の
休
暇
村
紀
州
加
太
で
、
食
に
よ
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催「
食

に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
全
国
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
０
in
和
歌
山
・
加
太
」＆
定
期

総
会
が
開
か
れ
た
。
食
に
よ
る
観
光
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会（
愛
称
：
Ｓ
‐
１
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
）は
、
２
０
１
０（
平
成
22
）

年
３
月
、
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
で
地
域
活

性
に
取
り
組
む
有
志
の
団
体
で
設
立
。
毎

年
２
回
、
持
ち
回
り
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
総

会
を
開
催
し
て
き
た
が
、
昨
年
か
ら
年
１

回
に
。全
国
か
ら
和
歌
山
に
集
ま
っ
た
新
・

ご
当
地
グ
ル
メ
関
係
者
は
13
地
域
22
名
。

人
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は

「
す
ご
く
楽
し
く
充
実
し
た
２
日
間
だ
っ

た
」と
い
う
高
評
価
が
相
次
い
だ
。

　

初
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
休
暇
村
紀
州

加
太
の
義
本
英
也
総
支
配
人
＆
ヒ
ロ
中
田

の
ダ
ブ
ル
講
演
会
。
義
本
さ
ん
は「
海
に

飛
び
込
む
支
配
人
か
ら
ホ
テ
ル
元
気
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
へ　

笑
っ
て
ご
ま
か
せ
！　

義
本
流
お
も
て
な
し
術
」、
ぼ
く
は「
コ
ン

セ
プ
ト
が
一
番
！　

明
日
か
ら
あ
な
た
も

ご
当
地
グ
ル
メ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」と
題

し
て
話
を
し
た
。
夜
は
美
味
し
い
料
理
と

お
酒
を
堪
能
し
な
が
ら
の
懇
親
会
。
１
年

ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
み

ん
な
が
と
に
か
く
飲
む
、
食
べ
る
、
話
す
。

ぼ
く
も
調
子
に
乗
っ
て
、
朝
４
時
45
分
ま

で
ワ
イ
ン
の
洪
水
を
浴
び
た
。

　

翌
日
の
総
会
で
は
、
各
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
近
況
報
告
と
、「
食
と
地
域
活
性
」を
テ

ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
＆
発
表
。
内
容
は
各
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

に
任
せ
た
の
だ
が
、
４
チ
ー
ム
中
２
チ
ー

ム
が
ぼ
く
を
ネ
タ
に
雑
談
し
た
ら
し
い
。

曰
く「
ヒ
ロ
中
田
を
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
例

え
る
と
、
野
球
で
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
サ
ッ

カ
ー
で
は
Ｆ
Ｗ
」「
政
治
家
や
先
生
に
向

い
て
い
る
と
思
う
」「
起
業
す
る
と
い
う

が
、
絶
対
に
赤
字
に
な
る
」等
々
。
い
っ

た
い
何
の
話
を
し
て
い
る
の
や
ら
。
で
も
、

な
ん
だ
か
、
嬉
し
く
な
っ
た
。

　

20
年
前
の
緊
急
入
院
事
件
で
食
に
目
覚

め
、
15
年
前
に
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
と
い

う
商
品
を
生
み
出
し
、
気
づ
い
て
み
た
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
の
今
年
還
暦
。「
新
・
ご
当

地
グ
ル
メ
は
10
年
続
い
て
一
人
前
。
20
年

続
い
て
本
物
」は
、
ぼ
く
が
作
っ
た
格
言

だ
。長
男
の『
美
瑛
カ
レ
ー
う
ど
ん
』が
20

歳
を
迎
え
る
の
は
５
年
後
だ
し
、『
東
通

天
然
ヒ
ラ
メ
刺
身
重
』に
至
っ
て
は
、
な

ん
と
17
年
後
。
ま
だ
ま
だ
、
新
・
ご
当
地

グ
ル
メ
の
物
語
は
続
い
て
い
く
。

　
「
俺
は
何
を
残
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
」

　

こ
の
15
年
間
、
ぼ
く
は
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
と
共
に
生
き
て
き
た
。
し
か
し
、
真

の
相
棒
は
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
そ
の
も
の

で
は
な
い
。「
食（
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
）で

地
域
を
元
気
に
！
」と
の
使
命
感
に
覚
醒

し
た
、全
国
各
地
の〝
地
域
バ
カ
〞た
ち
こ

そ
が
、
Ｍ
ｙ 

Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｙ
で
あ
り
、
ぼ
く

に
と
っ
て
の〝
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
〞で
あ

る
。
雑
誌
の
編
集
に
ハ
マ
っ
て
い
た〝
編

集
バ
カ
〞が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

人（
地
域
バ
カ
）を
編
集
し
て
い
た
と
は

…
…
。
人
生
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
し
、
だ
か
ら
人
生
や
め
ら
れ
な
い
、
と

ま
ら
な
い
。

　

長
嶋
茂
雄
氏
は
、
引
退
時
に「
我
が
巨

人
軍
は
永
久
に
不
滅
で
す
」と
の
名
言
を

残
し
た
。
そ
れ
に
倣
い
、
ぼ
く
は
次
の
迷

言
を
残
し
て
去
ろ
う
。

 

「
我
が
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
は
地
域
バ
カ

製
造
機
な
り
」

ヒロ中田に聞きたい！❸
なぜ事務局長は同じ人が
続けてやるべきなの？

　ヒロ中田からアーダコーダといろい
ろ言われ、１年におよぶ商品開発期間
に汗と涙を流した者と、前任から引き
継いで「業務だからよろしく」と言われ
て担当になった者。当事者意識が強
いのは、前者です。本特集前半で登場
した館山の矢代君は後者の成功ケー
スですが、これはとても珍しい。理想
は、最低10年間、同じ人が事務局長を
することです。（談）

ヒロ中田に聞きたい！❹
最近は丸くなったという声もあるけど、
プロデュースの方針は変わったの？
　コミュニケーションの方法を変えたので、
そんな声が出るのでしょう。昔は「頭にガ
ツンと一撃！」的な側面が強かったのです
が、最近は、「人を説得するには、叫ぶので
はなく、囁く」「褒めて伸ばそう明日の個性」
を肝に銘じて、後進の指導に当たっていま
す。プロデューサーも、変化・進化しなけれ
ばなりません。(談)

青森県の地域バカ５人衆（全員公務員）。左から、エンガワー宮
本（東通村）、ガリクソン小林（田子町）、鈴木メバルー（中泊
町）、ベイビー畑井（平内町）、鈴木マグロー（深浦町）

食による観光まちづくり推進協議会は別名「ヒロ中田と愉快な
仲間たちの会」。和歌山総会の撮影が失敗したため、昨年３月
の平内総会の写真を掲載。みんな笑顔

14　March  202015 March  2020　
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